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（写真）選挙管理委員会（CNE） “１２月６日 国会議員選 投票プロセスについての説明図” 

１ 

 

 

   国会は何ができるのか     

 

株式会社ベネインベストメント 

松浦 健太郎 

                          

２月６日（日曜）に国会議員選が予定されて

いる。 

 

主要野党は同選挙を不正選挙として非難。欧米諸国

も同選挙を正当なものと認識していない。 

しかし、ベネズエラ国内では新国会が発足し、現在の

野党は事実上消滅することになりそうだ。 

 

本稿では国会がどのような権限を持っているかにつ

いて紹介したい。 

 

 

最初に、今回の国会議員選の概要（選挙の仕組み、

当選する議員数など）については、「ウィークリー

レポート No.156」で紹介しているので、基本的な

情報は当時のレポートを確認されたい。 

 

また、本稿では「国会がどのような権限を有してい

るのか」について紹介し、「与党候補が何名当選し

た場合、どのような決定をすることが出来るか」な

どを法律の枠組みから確認したい。 

 

なお、来週のウィークリーレポートでは、選挙結果

をもとにベネズエラが今後どのようになりそうかを

予想してみたい。 

公権力トップの人事を決める国会権力 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/85f073035d9f71b118eebb1b04eeff4f.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/85f073035d9f71b118eebb1b04eeff4f.pdf
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国会の権限は、ベネズエラ憲法で定められている。 

 

国会の権限については、憲法第１８７条で定められ

ている。 

 

第１８７条によると、国会の権限は以下の２４点

（赤字の部分が重要な点）。 

 

 

（１）国の管轄の事案および行政関連組織の機能に

関する事案について法律を制定する。 

（２）憲法改定に関する規則に則り、憲法改正・修

正を提案する。 

（３）憲法及び法律で定められた権限を行使し、政

府・行政を監督する。同権利の行使により入

手した証拠は有効な資料とみなされる。 

（４）国会が権限を有する事案について国民参加を

立案し、奨励する。 

（５）恩赦を命じる。 

（６）国家予算を議論・承認する。税制・国家融資

に関するあらゆる法律を議論・承認する。 

（７）国家予算の追加融資を承認する。 

（８）大統領就任の初年度の第３四半期に行政が提

案する国家社会・経済開発計画を承認する。 

（９）法律に定められている場合、行政（政府・

州・市など含む）が外国組織と国家の利害に

かかわる契約を締結することを許可する。 

（１０）副大統領および大臣に対する不信任投票を

実施する。不信任投票は不信任案を国会に提

出した２日後以降に議論される。また、不信

任の賛成が議員総数の３／５を超えた場合は

対象となっている副大統領あるいは大臣は解

任される。 

 

 

（１１）ベネズエラ国軍を国外に派遣することを許

可する。あるいは外国軍をベネズエラに受け

入れることを許可する。 

（１２）法律で定める例外を除き、私有財産である

不動産を行政が接収することを許可する。 

（１３）公務員が外国政府の職務・外国政府の報償

などを受けることを許可する。 

（１４）行政監督長・外交代表の任命を承認する。 

（１５）優れた貢献を成した著名なベネズエラ人に

対し、死後２５年が経過した後に、同氏を讃

える式典を国立霊廟にて実施することを承認

する。同決定は大統領・州知事の２／３の推

薦あるいは国立大学長の総意を必要とする。 

（１６）州の自治・利害に関する事項を監督する。 

（１７）大統領が国を一時的に不在にすることを承

認する。また、５日連続で不在が延長する場

合にそれを承認する。 

（１８）本憲法で定める例外を除き、行政が締結す

る国際条約や協定を承認する。 

（１９）国会の規則を制定し、そこで定める罰則を

適用する。 

（２０）国会議員の行為を評価し、辞任させる。一

時的に職務を離れる場合は、出席議員の２／

３超の承認を必要とする。 

（２１）国の治安サービスを組織する。 

（２２）国の財政事情を考慮に入れ、国会の予算・

実行を承認する。 

（２３）国会の機能・組織運営に関する決議を執行

する。 

（２４）同憲法および法律で国会の権限として定め

られた全ての事項。 
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以上が憲法１８７条（国会の権限）に書かれている

全ての項目だが、実際のところ憲法内には他にも国

会の権限が定められている部分がある。 

 

具体的には以下の通り。 

 

第７１条： 国民投票の実施 

国にとって重要な事案について、大統領による発

議・国会議員の過半数の賛成、有権者の１割超の申

請により国民投票を実施する。 

 

第２０３条： 大統領授権法の承認 

大統領授権法を承認する。この法律は国会議員の３

／５超の賛成により承認される。 

 

（大統領授権法とは、特定の分野について、国会を

通すことなく、大統領が自身の権限で法律を定める

ことを許可する法律） 

 

第２３３条： 大統領の解任 

最高裁が「大統領は精神的に職務不能」と判断した

場合、最高裁は医師団を任命。国会がその医師団を

承認し、医師団が大統領を精神的に職務不能と判断

した場合、大統領は解任される。 

 

第２６４条： 最高裁判事の任命 

最高裁判事の任命について、最高裁判事決定に関す

る規則に準じ最終選考された候補案は、国会に提出

され、国会は最終選考を実施する。 

 

第２６５条 最高裁判事の解任 

市民擁護長が最高裁判事に重大な欠格があると判断

した場合、国会は当該判事に事前聴取を実施。国会

議員の２／３超の賛成をもって解任される。 

 

第２７９条： 市民擁護長の任命 

倫理評議会は、市民擁護長の選抜を行い３名の候補

を決定する。国会は３名の候補者について審議を行

い、２／３超の賛成により市民擁護長を決定する。

３０日以内に承認されない場合は、国民投票により

市民擁護長を決定する。 

 

第２９６条：選挙管理委員会（CNE）役員の任命 

CNE 役員は、国会議員の２／３超の賛成により任命

される。 

 

第３４３条： 憲法修正の提案 

国会は２／３の承認をもって、憲法の部分的な修正

を国民に提案することが出来る。 

 

第３４８条： 憲法改定の提案 

憲法改定のための制憲議会の組織については、大統

領の発議あるいは国会の２／３の賛成、全ての市議

の２／３の賛成、有権者の１５％の署名を通じて行

うことが出来る。 

 

 

基本的には上記の部分が憲法で謳われている国会の

権限だ。 

 

簡単に言うと、国会の重要な役割は２つ。 

 

１つ目は、法律を作成・可決すること（大統領授権

法を通じて、大統領に法律制定権を委ねることも可

能）。 

 

２つ目は、司法・民衆・選挙権の代表任命を承認す

ること（行政については副大統領・大臣の罷免に関

与可能）。 
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ベネズエラは３権分立（行政・司法・立法）ではな

く、５権分立（行政・司法・立法・選挙・民衆）で

構成されている。 

 

国会は「立法」に該当し、国会議長がトップ。 

「行政」は大統領がトップとなる。 

 

それ以外の３権のトップは、 

「司法」は最高裁判長、 

「選挙」は CNE 委員長、 

「民衆」は倫理評議会議長 

が担う。 

 

国会は、 

最高裁は「最高裁判事」、 

CNE は「CNE 役員」、 

倫理評議会は「市民擁護長」 

の任命を承認する権限を有している。 

 

これらの役職者は、各公権力のトップになる可能性

があり、国会は間接的に各公権力のトップを任命す

る権限を有している。 

 

他、行政については国会だけでは大統領を解任する

ことはできないが、憲法１８７条１０項の通り、副

大統領・大臣を解任することはできる。 

 

また、憲法２３３条でも書かれている通り、最高裁

と国会が協力すれば、大統領を職務不能と認定し、

強制的に退陣させることも可能となっている。 

 

 

 

 

 

 

国会の権限を定めた憲法条文に何度か出てきた通

り、いくつかのテーマは国会議員の３／５超 、２

／３超の承認が必要となる（逆に３／５超、２／３

超など可決基準が定められていないテーマは１／２

超の賛成で可決される）。 

 

ベネズエラでは、与党派閥の議員・野党派閥の議員

が１／２超か、３／５超か、２／３超かは彼らが何

処まで権限を行使できるかを決めることになるため

重要視される。 

 

具体的には、派閥の議員数に応じて以下の通り国会

で可能なことが拡大する。 

 

① 議員定数の１／２を超えた場合、 

②、③以外で国会が有する権限を承認することが可

能。 

 

② 議員定数の３／５を超えた場合、 

（１）大統領授権法の承認 

（２）副大統領・大臣の解任 

が可能。 

 

③ 議員定数の２／３を超えた場合、 

（１）国会議員の一時的な職務離脱の承認 

（２）最高裁判事の任命・解任 

（３）市民擁護長の任命 

（４）CNE 役員の任命 

（５）憲法改定の発議・国民投票の実施 

が可能となる。 

 

 

与党は議員定数２／３超の当選を目指す 
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現在の野党多数国会は、議員定数の２／３を超えて

いた。議員定数の２／３を超えた野党国会が出来る

ことはとても多かった。野党がうまく立ち回れば十

分にマドゥロ政権を倒壊させることもできたはず

だ。 

 

マドゥロ政権の強硬な対応があったとはいえ、ここ

まで国民の後押しを受けながら政権を変えることが

出来なかった。国民の野党に対するフラストレーシ

ョンは相当に強いと言わざるを得ない。 

 

話は今回の国会議員選に戻るが、「ウィークリーレ

ポート No.156」の通り、今回の選挙では２７７名

の議員が誕生する。 

１／２超は、１３９名 

３／５超は、１６７名 

２／３超は、１８５名 

にあたる。 

 

今回の選挙は主要野党は不在。 

穏健野党の人気は低く、野党支持者の投票意欲はか

なり低い。圧倒的に与党が有利な選挙で、不正選挙

などしなくても与党が大勝するだろう。 

 

取り敢えず、与党候補は１８５名を超えることが目

標となるだろう。 

 

与党議員が絶対多数の国会が成立した場合、最高裁

判事・CNE 役員・市民擁護長は、マドゥロ政権に都

合の良い人物が選ばれる。 

 

大統領授権法を可決することで、マドゥロ大統領が 

国会を通すことなく自由に法律を制定することも可

能になる。 

 

とは言え、率直に言って、マドゥロ政権は現在も制

憲議会を通じてこれと同じようなことをしており、

これが現状とどれほど違うのかは不明ではある。 

 

いずれにせよ、１２月６日の国会議員選の結果を待

って、分かってくることもあると思うので、次回、

国会議員選の結果と今後について記載してみたい。 

 

以上 
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